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特集 歴史と文化を次の世代へ

2009.2.1

住
み
継
い
で
い
く
誇
り

自
ら
の
ま
ち
を
守
り
育
て
る

 

●
計
画
策
定
の
目
的
と
役
割

街
道
で
つ
な
が
る
地
域
の
歴
史
や
文
化
を
次
の
世
代
へ

歴
史
・
文
化
を
活
か
し

地
域
の
活
性
化

　

平
成
17
年
2
月
の
市
町
村
合
併
に

よ
り
、
高
山
市
は
日
本
一
広
大
な
面

積
を
有
す
る
ま
ち
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
個
性
豊
か
な
魅
力
あ

ふ
れ
る
市
域
に
な
り
ま
し
た
が
、
一

体
感
の
醸
成
と
多
種
多
様
な
歴
史
と

文
化
、
地
域
資
源
を
活
か
し
た
地
域

の
活
性
化
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
背
景
も
踏
ま
え
、
歴
史

ま
ち
づ
く
り
法
に
定
め
る
計
画
を
策

定
し
、｢

歴
史
的
風
致
」を
守
り
、
さ

ら
に
向
上
さ
せ
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、

地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
こ
と
を

計
画
策
定
の
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

城
下
町
と
農
山
村
集
落
を

つ
な
ぐ
歴
史
街
道

　

高
山
市
の｢

歴
史
的
風
致｣

は
、
東

山
寺
院
群
な
ど
の
長
い
歴
史
と
伝
統

に
よ
っ
て
構
築
さ
れ
た
歴
史
的
建
造

物
と
そ
の
周
辺
市
街
地
、
そ
し
て
そ

こ
で
行
わ
れ
る
祭
礼
行
事
や
年
中
行

事
な
ど
、
歴
史
と
伝
統
を
反
映
し
た

人
々
の
活
動
と
い
う
二
つ
の
要
素
が

一
体
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
今

後
も
維
持
し
、
さ
ら
に
向
上
さ
せ
る

こ
と
が
こ
の
計
画
の
役
割
で
す
。

　

計
画
で
は
、
市
域
全
体
を
江
戸
時

代
か
ら
の
構
成
要
素
で
あ
る「
城
下

町
高
山
」、「
城
下
町
か
ら
の
び
る
5

つ
の
街
道
」、「
街
道
沿
い
の
農
山
村

集
落
」と
い
う
大
き
な
構
成
要
素（
図

１
）で
と
ら
え
て
い
ま
す
。

重
点
区
域
を
設
定

市
全
体
の
活
性
化
に
期
待

　

計
画
区
域（
高
山
市
全
域
）の
中
に

に
位
置
づ
け
る
重
点
区
域
は
、
文
化

財
や
祭
な
ど
伝
統
的
な
活
動
が
色
濃

く
残
る｢

城
下
町
高
山｣

区
域
を
設
定

し
ま
し
た
。

　

重
点
区
域
の
歴
史
的
風
致
を
守

り
、
向
上
さ
せ
て
い
く
こ
と
で
、
伝
統

的
な
形
態
の
生
活
が
残
る
周
辺
の
農

山
村
地
域
を
含
め
た
市
全
体
の
魅
力

を
高
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

北
きた

方
がた

法
ほう

力
りき

集落（丹生川町）の農村景観

歴史的風致を守り、
さらに向上させるための基本方針

○歴史的な町並み、多様な歴史的建造物、農山村景観
　の積極的な保存と活用
○伝統的な行事、文化、工芸技術の継承のための支援
○｢まちづくり計画」と連携した良好な環境の整備

村上神社（奥飛驒温泉郷）の鶏
とり

芸
げい

江戸時代からの構成要素概念図（図1）

　

な
お
、
計
画
の
期
間
は
平
成
20
年

度
か
ら
24
年
度
ま
で
の
5
年
間
で
す
。


